
7.5　有理関数の積分法



　分母と分子とが整数である分数と等しい数を有理数という．

　分母と分子とが整式である分数式と等しい式を有理式という．例えば，



　分母と分子とが整数である分数と等しい数を有理数という．

　分母と分子とが整式である分数式と等しい式を有理式という．例えば，

x2 − 3x+4 =
x2 − 3x+4

1

なので，x の整式 x2 − 3x+4 は有理式である．一般的に，任意の整式 A は，

分数 A
1
と等しいので有理式である．また例えば，



　分母と分子とが整数である分数と等しい数を有理数という．

　分母と分子とが整式である分数式と等しい式を有理式という．例えば，

x2 − 3x+4 =
x2 − 3x+4

1

なので，x の整式 x2 − 3x+4 は有理式である．一般的に，任意の整式 A は，

分数 A
1
と等しいので有理式である．また例えば，

x+
7

x− 3
=

x(x− 3)

x− 3
+

7

x− 3
=

x(x− 3)+ 7

x− 3
=

x2 − 3x+7

x− 3

なので，式 x+
7

x− 3
は有理式である．



　分母と分子とが整数である分数と等しい数を有理数という．

　分母と分子とが整式である分数式と等しい式を有理式という．例えば，

x2 − 3x+4 =
x2 − 3x+4

1

なので，x の整式 x2 − 3x+4 は有理式である．一般的に，任意の整式 A は，

分数 A
1
と等しいので有理式である．また例えば，

x+
7

x− 3
=

x(x− 3)

x− 3
+

7

x− 3
=

x(x− 3)+ 7

x− 3
=

x2 − 3x+7

x− 3

なので，式 x+
7

x− 3
は有理式である．

　関数の値が独立変数の有理式で表されるとき，その関数を有理関数という．

簡単な有理関数の不定積分を考える．



　整数 a 及び 0 以外の整数 b に対して，a を b で割るときの整商 q 及び，
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　変数 x の整式 A 及び 0 以外の x の整式 B に対して，A を B で割ると

きの整商 Q 及び，A を B で割るときの剰余 R は，次のような整式である：



　変数 x の整式 A 及び 0 以外の x の整式 B に対して，A を B で割ると

きの整商 Q 及び，A を B で割るときの剰余 R は，次のような整式である：

A = BQ+R かつ R は 0 または B より次数が低い整式である．



　変数 x の整式 A 及び 0 以外の x の整式 B に対して，A を B で割ると

きの整商 Q 及び，A を B で割るときの剰余 R は，次のような整式である：

A = BQ+R かつ R は 0 または B より次数が低い整式である．

　割られる整式と割る整式と整商と剰余との関係は次のようになる：剰余は 0

かまたは割る整式より次数が低い整式で，

〔割られる整式〕=〔割る整式〕×〔整商〕+〔剰余〕.



　分子が 0 であるかまたは分子の整式の次数が分母の整式の次数より小さい

分数式を真分数式という．



　分子が 0 であるかまたは分子の整式の次数が分母の整式の次数より小さい

分数式を真分数式という．

　変数 x の整式 A 及び 0 以外の x の整式 B について，分数式 A
B
の分子

の整式 A の次数が分母の整式 B の次数以上であるとする．分子 A を分母

B で割るときの整商を Q とおき剰余を R とおく；



　分子が 0 であるかまたは分子の整式の次数が分母の整式の次数より小さい

分数式を真分数式という．

　変数 x の整式 A 及び 0 以外の x の整式 B について，分数式 A
B
の分子

の整式 A の次数が分母の整式 B の次数以上であるとする．分子 A を分母

B で割るときの整商を Q とおき剰余を R とおく；

A = BQ+R かつ R は 0 または B より次数が低い整式である．



　分子が 0 であるかまたは分子の整式の次数が分母の整式の次数より小さい

分数式を真分数式という．

　変数 x の整式 A 及び 0 以外の x の整式 B について，分数式 A
B
の分子

の整式 A の次数が分母の整式 B の次数以上であるとする．分子 A を分母

B で割るときの整商を Q とおき剰余を R とおく；

A = BQ+R かつ R は 0 または B より次数が低い整式である．

このとき，
A
B

=
BQ+R

B
=

BQ
B

+
R
B

= Q+
R
B

,

ここで R
B
は真分数式である．このように，分数式の分子の整式の次数が分母

の整式の次数以上であるとき，その分数式を整式と真分数式との和または差の

形に変形できる．



　分子が 0 であるかまたは分子の整式の次数が分母の整式の次数より小さい

分数式を真分数式という．

　変数 x の整式 A 及び 0 以外の x の整式 B について，分数式 A
B
の分子

の整式 A の次数が分母の整式 B の次数以上であるとする．分子 A を分母

B で割るときの整商を Q とおき剰余を R とおく；

A = BQ+R かつ R は 0 または B より次数が低い整式である．

このとき，
A
B

=
BQ+R

B
=

BQ
B

+
R
B

= Q+
R
B

,

ここで R
B
は真分数式である．このように，分数式の分子の整式の次数が分母

の整式の次数以上であるとき，その分数式を整式と真分数式との和または差の

形に変形できる．



　分子が 0 であるかまたは分子の整式の次数が分母の整式の次数より小さい

分数式を真分数式という．

　変数 x の整式 A 及び 0 以外の x の整式 B について，分数式 A
B
の分子

の整式 A の次数が分母の整式 B の次数以上であるとする．分子 A を分母

B で割るときの整商を Q とおき剰余を R とおく；

A = BQ+R かつ R は 0 または B より次数が低い整式である．

このとき，
A
B

=
BQ+R

B
=

BQ
B

+
R
B

= Q+
R
B

,

ここで R
B
は真分数式である．このように，分数式の分子の整式の次数が分母

の整式の次数以上であるとき，その分数式を整式と真分数式との和または差の

形に変形できる．

　このことを有理関数の積分の計算に用いる．
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